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「

S
l
o
w
|
t
o
I
F

a
s
t
地
震
学
」
に
参
画

し
、
プ
レ
ー
ト
境
界
断
層

の
形
成
過
程
を
解
明
す
る

ア
ナ
ロ
グ
モ
デ
ル
実
験
装

置
の
開
発
と
研
究
を
行
っ

て
い
る
。

こ
の
「
S
l
o
w
|
t

0
|
F
a
s
t
地
震
学
」

は
ス
ロ
ー
地
震
と
普
通
の

地
艦
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の

関
係
性
を
解
明
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
我

々
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
日

本
周
辺
の
沈
み
込
み
帯
に

お
い
て
、
沈
み
込
む
堆
積

産
業
技
術
総
合
研
究
所
物
や
プ
レ
ー
ト
の
形
状
が

（
産
総
研
）
で
は
、
地
質
巨
大
地
震
を
引
き
起
こ
す

災
害
の
軽
減
を
目
指
し
、
プ
レ
ー
ト
境
界
断
層
の
形

防
災
・
減
災
に
役
立
つ
地
成
に
与
え
る
影
響
を
研
究

質
調
査
と
研
究
開
発
を
実
し
て
い
る
。

施
し
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
文
部
科
学
省
の

科
学
研
究
費
助
成
事
業

国
家
事
業
に
参
画

技術で
末

⑱ 

ー産綴l/1の挑戦一

地
震
や
断
層
運
動
の
過
程
再
現

山
脈
や
断
層
な
ど
の
地

質
構
造
は
、
地
殻
変
動
の

結
果
と
し
て
生
ま
れ
る
。

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
力
や

動
き
が
そ
れ
ら
を
形
成
し

た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
モ
デ
ル
実
験
は

地
質
現
象
を
単
純
化
・
模

型
化
で
き
る
の
で
、
地
質

構
造
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
を

理
解
す
る
手
段
と
し
て
有

用
で
あ
る
。

そ
の
た
め
研
究
だ
け
で

な
く
、
教
育
や
科
学
普
及

の
場
面
で
も
活
用
さ
れ
て

地
質
形
成
砂
暉
実
顕

教
育
に
も
活
用

実
験
装
置
と
結
果
例

き
た
。
特
に
砂
を
用
い
た
模
な
地
質
構
造
の
形
成
過
ら
れ
た
知
見
を
野
外
調
査

砂
箱
実
験
は
、
重
要
な
役
程
を
再
現
で
き
る
か
ら
で
で
検
証
す
る
、
と
い
っ
た

割
を
果
た
し
て
き
た
。
な

あ

る

。

フ

ィ

ー

ド

バ

ッ

ク

を

可

能

ぜ

な

ら

砂

の

集

団

的

な

動

こ

す

る

点

で

大

き

な

メ

リ

研
究
者
自
ら
開
発
t

き

は

上

部

地

殻

の

力

学

特

ッ

ト

が

あ

る

。

性
と
類
似
し
て
お
り
、
プ
産
総
研
の
取
り
組
み
の
ま
た
、
数
値
シ
ミ
ュ
レ

レ
ー
ト
運
動
に
伴
う
大
規
特
徴
は
、
陸
海
の
地
質
図
ー
シ
ョ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま

お
よ
び
磁
気
な
条
件
設
定
が
可
能
で
あ

・
重
力
図
の
り
、
地
震
や
断
層
運
動
に

作
成
を
業
務
お
け
る
複
雑
な
物
理
的
プ

と
す
る
研
究
ロ
セ
ス
の
再
現
に
有
効
で

者
が
、
自
ら
あ
り
、
砂
箱
実
験
で
は
測
明
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
も
重
要
な
役
割
を
果

装
置
の
開
発
定
不
可
能
な
内
部
の
応
力
画
像
解
析
技
術
の
進
展
た
す
と
期
待
さ
れ
て
い

と
実
験
を
行
変
化
な
ど
も
計
算
で
き
で
、
砂
箱
実
験
に
お
け
る
る
。
産
総
研
は
、
砂
箱
実

っ
て
い
る
点
る
。
産
総
研
で
は
、
砂
箱
砂
体
の
変
形
量
を
正
確
に
験
と
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

に
あ
る
。
観
実
験
と
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
測
定
で
き
る
よ
う
に
な
ョ
ン
を
用
い
て
、
地
震
学

測
デ
ー
タ
を
シ
ョ
ン
を
相
互
に
補
完
し
り
、
実
験
結
果
の
情
報
畢
や
地
質
学
の
発
展
お
よ
び

基
に
し
た
実
て
用
い
る
こ
と
で
、
包
括
が
格
段
に
向
上
し
て
い
地
質
災
害
の
軽
減
に
貢
献

験
を
行
い
、
的
な
視
点
か
ら
地
質
構
造
る
。
モ
デ
ル
実
験
は
地
殻
す
る
。

実
験
か
ら
得
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
変
動
の
研
究
に
お
い
て
、
（
木
曜
日
に
掲
載
）
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高下裕章

神奈川県出身。専門は構造地
質学。地質図の整備の一環とし
て、海底地形・地磁気・重力の
観測を行っている。大地の変形
に興味があり、野外観測とその
データに基づくモデル実験を用
いた検証から、海底地形とそれ
を支配する地質現象を研究して
いる。
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